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第134回 かわさき起業家オーディション
「かわさきビジネス・アイデアシーズ賞」受賞

　当社は、ヒップアップに特化したフィットネスジム「OSHIRI 
Factory（おしり工場）」を運営しています。代表の私は2019年の５
月に会社員をしながら副業としてパーソナルジムを立ち上げ、2020
年に独立、2021年に法人化しました。最初はアパートの一室を間借
りしてのスタートでした。
　私を起業に導いたものは、ずっと趣味にしていたトレーニングと、
保険会社の営業時代に抱えていたある想いです。お客さまは「万が一」
の備えとして保険を買いますが、その日が来ることを期待している方
は誰一人としてお会いしませんでした。望んでもいない「万が一」の
ために、お客さまは高い保険料を払い続けている。それに気づいた私
は、「病気や寝たきりにならないよう、元気に長生きすることに自己
投資をする方がよほど有意義なのではないか」と考えるようになりま
した。この気持ちを拭い去ることができず、保険業界を離れ、健康づ
くりをサポートする道を選ぶことにしました。汗を流すことを楽しみ、
ワクワクした気持ちで通えるフィットネスの場をつくることで、みな
さんの健康を支えていきたいと思っています。
　

■ 受賞したビジネスに至った経緯
　フィットネスジムを立ち上げるにあたり、まず悩ん
だのは男性と女性、どちらをターゲットにするか、と
いうことでした。そして、「より美意識の高い女性なら、
目標達成に向けて継続的に通ってくれるだろう」と考
え、女性向けジムに絞ることにしました。
　メインのトレーニングはスクワットに決めました。
というのも、人間の筋肉の70％は下半身に集中してい
るため下半身を鍛えれば全身の代謝を向上させること
ができるからです。ダイエットに関心のある女性は多
いですし、太ももやウエストなどの部分痩せにもスク
ワットは高い効果を発揮します。スリムで引き締まっ
た体を目指す女性にとって、スクワットはうってつけ
です。そこで、最初は「スクワットラボ」と銘打ち、
スクワットに特化したフィットネスジムとしてスター
トしました。ところが、なかなかお客さまが定着しな
いのです。
　原因を探ってみると、どうやらスクワットには「キ
ツそう」「ハード」というイメージを持つ人が多く、
始めるまでのハードルが高いということが分かってき
ました。
　この課題を解決するため、悩んだ末に出てきたキー
ワードが「おしり工場」です。「理想のおしりを手に
入れよう」という呼びかけのもと、「納品されたお尻
を育成から製品化して出荷します」というユニークな
ブランディングを行いました。ハードなスクワットの
イメージを、「楽しそう」に転換させることが狙いです。
ジムの名前も、スクワットラボから「OSHIRI 
Factory（おしり工場）」に変え、ヒップアップを主軸
にしたプログラムに変更しました。
　その反響は、期待以上のものでした。面白がって興
味を持ってくれる方、理想のお尻を目指して継続的に
通ってくれる方が増え、経営は軌道に乗り始めました。

■ サービスの特徴
　「OSHIRI Factory（おしり工場）」では、ヒップア
ップを目指したパーソナルトレーニングとグループレ
ッスンの２つのサービスを提供しています。パーソナ
ルトレーニングは、トレーナーとマンツーマンでコミ
ュニケーションを取りながら、細かなニーズに応えら
れるメニューに取り組んでいます。一方、グループレ
ッスンで取り組んでいるのは、オリジナルプログラム
「レッツ！おしり！！」です。大音量でかかるノリの
良い音楽に合わせて、ヒップアップを目指したエクサ
サイズを行います。楽しみながら体を動かせるため、
初心者やシニアの方でもチャレンジしやすい内容にな
っています。
　インストラクターである「おしり工場員」には、ボ
ディメイクコンテストのタイトルホルダーや、スタジ
オエクササイズのプロを集めました。現在10名が在籍
しており「THE PEACHes」というグループとしても
活動中です。動画サイトやSNSで彼女たちの魅力やパ
フォーマンスを発信しながら、ファンの獲得やお客さ
まとの交流も図っています。
　新型コロナウイルスの流行により、一時期は集客が
落ち込んでいたフィットネス業界ですが、徐々にお客
さまは戻り始めてきました。24時間営業や低価格モデ
ルなどさまざまなコンセプトのジムも台頭しています
が、当社は「おしり工場」という他にはないサービス
展開で、独自の価値を高めていきます。

■ 現状の課題
　現在、「OSHIRI Factory（おしり工場）」は川崎市
の登戸にある１店舗のみです。近いうちには２つ目の
店舗を立ち上げ、当社のシンボルとして位置付けたい
と考えています。「おしり工場」というユニークなキ
ーワードを掲げ、ニッチな事業を展開している当社で
すが、単なる「面白いジム」に止まるつもりはありま
せん。しっかりとした拠点を構えることで、企業とし
ての社会的価値や存在感を高めていくことを目指しま
す。目下の課題は、そこに向けての資金調達や人材の
確保です。
　そして、次のフェーズではトレーニングプログラム
の内容をさらに充実させていきます。先にも述べたよ
うに、現在はパーソナルトレーニングとグループレッ
スンの２つのサービスを主軸に展開していますが、新
たに加えたいのが、少人数で行えるセミパーソナルの
プログラムです。お客さまの選択肢を増やし、もっと
多様なニーズに応えていきたいですね。
　組織力の強化も欠かせない課題です。これまでは会
社の運営を私だけでやってきましたが、今後はともに
経営戦略を立ててくれる方が必要になってくるでしょ
う。当社は動画サイトやSNSでの発信、メディアとの
連動にも力を入れているので、そのあたりの運用にも
並走してくれる人材が来てくれれば、また新しい展開
も見込めると考えています。
　
■ 今後の展開
　グループレッスンの「レッツ！おしり！！」は、リ
アル店舗だけでなく、オンラインやBtoBでのサービス
にも向いているので、企業や自治体との連携や、低価
格での提供など、多角的に展開できる可能性がありま
す。すでに動き出している事業もあり、2023年の２月
には、プロサッカーチームとのコラボ―レーションで、
シニア層に向けたおしりトレーニングのトライアルを
実施しました。地域密着のスポーツチームと組むこと
は、より多くの方に、当社を認知してもらえる機会に
もなりました。また、私の得意分野である保険業界と
協業し、契約者の健康リテラシーを向上させる取り組
みも視野に入れています。
　 
■ エントリーを検討中の方へ一言
　自分のビジネスがうまくいくかどうかは、誰にも分
かりません。だからこそ、まずは「多くの人に知って
もらう」ことを目指してみるのもいいのではないでし
ょうか。オーディションへの挑戦は、そのための手段
の一つになります。専門家や他の企業からしっかりと
した意見をもらえる機会は、めったにありません。さ
らに、頭の中にあるぼんやりしたイメージをしっかり
形に落とし込まなければならないので、アイデアの棚
卸しにもなります。否定されたり、傷ついたりするこ
とを恐れる人もいるかもしれませんが、そこで立ち止
まってしまったら何も進みません。勇気を出して、一
歩踏み出してみましょう。
　　
 
会社名：株式会社OSHIRI
住　所： 〒214-0014
 川崎市多摩区登戸1728  吉澤電工ビルB-103
電話番号： ☎090-3690-2924
ホームページ：https://oshiri.co.jp

※本稿で紹介した事業内容は、スバル㈱から分社化した ㈱ユーグリード（代表取締役 宇高 尊己 
https://euglead.co.jp）へ事業譲渡しました

■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　
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かりません。だからこそ、まずは「多くの人に知って
もらう」ことを目指してみるのもいいのではないでし
ょうか。オーディションへの挑戦は、そのための手段
の一つになります。専門家や他の企業からしっかりと
した意見をもらえる機会は、めったにありません。さ
らに、頭の中にあるぼんやりしたイメージをしっかり
形に落とし込まなければならないので、アイデアの棚
卸しにもなります。否定されたり、傷ついたりするこ
とを恐れる人もいるかもしれませんが、そこで立ち止
まってしまったら何も進みません。勇気を出して、一
歩踏み出してみましょう。
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■ ビジネスに至った経緯
　産総研の優れた技術を世の中に広め、役立たせたいつビジネスを始めたいという思い想いから、2006年10月に産
総研の特許を事業化する産総研認定ベンチャーを創設し、2012年3月にその事業を継承する形で株式会社アダコテ
ックを設立いたしました。
　設立後、経営が厳しい時期もありましたが、も「HLACという日本で生まれた優れた画像認識の技術をこのまま
埋もれさせてはいけない。」と15年間にわたって研究開発を続け、ようやく製造現場に利用していただける段階に
到達しました。その後はさ事業拡大のために、らなる認知度向上を図るべく、目的に、かわさき起業家オーディシ
ョンをはじめとする複数のビジネスプランコンテストに出場しています。
　技術の適用領域については、ソリューション提供については以前からは川の氾濫のモニタリングやATMの監視
など、検査以外でも、様々な領域の相談をいただいておりました。取引先開拓にあたって数々の可能性を模索する
中で、している途中、とある世界的な自動車部品会社案件の相談に乗るうちに契約をいただくことができました。
このことをきっかけに、まずは半導体や自動車部品や半導体のような極めて高い精度が求められる領域業界に注力
する専念し、事業の基盤を確固たるものにする方針に転換しました。を固めていきました。現在は他にもより多く
の製造現場のお役に立てるよう、現在販路拡大とプロダクトの改良を進めているところですおります。
　アダコテックのビジョンは「モノづくりの進化と革新を支える　EVOLUTION AND INNOVATION」。モノづ
くりにかかわるプロセスやコストをテクノロジーで改革したいという思いが込められています。日本初の技術で日
本の製造業を変革するため、メンバー一丸となって日々努力を続けています。

■ ビジネスアイデアの特徴
　HLAC（高次局所自己相関特徴抽出法）と呼ばれる、動画像の特徴を認識するアルゴリズムをコア技術としてい
ます。する点がソリューションの最大の特徴です。この技術を駆使して、製品の外観検査の自動化や、・生産設備
の異常検知・不正侵入の監視などのシステムの自動化に貢献していますを実施しています。

　・コストパフォーマンスの高さ
　一般的にDeep Leaningで学習させるAIの導入には、複雑なプログラミング・膨大な量の学習データ（正常・異
常モデル含め1000 ～ 1万枚ほど）・大型のGPUといった設備先行投資が必要であるため、クライアントの大きな負
担となっています。また、それに加え、AIは多くの画像を読み込ませたからといって必ずしも精度向上には繋がら
ないといった不確実性もあります正確に正常・異常を判断できる保障は無いというのが現状です。
　対する一方アダコテックのソリューションは必要となる学習に用画像は正常モデルの10～100～200枚の正常デー
タしか要しません。また、ほどであることから、シンプルな計算式であることから、一般的なパソコンを使って短
時間でAIを学習させることがでます。そのため既存技術と比較してに比べて、圧倒的な低価格短期間でで正確に検
査検品できるソリューションを提供することができます。

　・製造業との親和性の高さ
　日本の製造業の不良率は非常に低いため、既存のAI導入の際は大型設備の準備という負担だけでなく、検査部品
の不良品異常モデルそのものの数が少ないためく、AIを学習させる画像データが集まりにくいという課題がありま
した。加えて導入のハードルとなっていたのは、
　それだけでなく、「AIがなぜ異常と認識したのか」という理由を明確にできない状況でしたというブラックボッ
クス化問題もありました。「発生した異常の原因がはっきりしない」という曖昧さを嫌う製造現場の価値観とのミ
スマッチが発生していましたも、検査検品AI導入の大きな壁となっていました。
　しかし、こうした課題を解決するのが弊社ソリューションです。は正常モデルのみを学習させることで「いつも
と違う」ものを異常として検知することができます。異常検知の際には明確な根拠を示すため製造現場にとっても
馴染みやすく、精度面でも、導入してから１年以上経過した取引先がはソフトウェアを導入して1年ほど経ちますが、
検査の異常検知率はほぼ100％を維持し続けています。　




